
第百七十＝號　　（第＋五巻）　（昭和＋年）　八月號

　　　　　　　　　　天文と今際文化

　　　　　　　　　　　　（巻　　　頭　　　言）

　去る七月の初め，突然，米國からミシガン大學天文藁のルiファス博士夫

妻を迎へて，乱しい一己日を過した．ル1ファス博士は天文や敷學の三門家

であるが，明治四十年から大正六年まで満十ケ年聞，朝鮮に滞留して，幽門

三校に於ける教育に二二する傍ら，朝鮮の古記録や遺跡を研究して，東洋の

一角に申世以來盛んであった天文學の歴史を明らかにし，其の機會に深く東

洋文化の古今を味ぴ知って，米國に録られた後も，其の家庭生活に多くの東

洋趣味を探り入れてゐられる人である．吾輩は，初め同博士を軍に恒星分光

二者としてのみ知ってみたが，一昨年の夏，アンナボア市外の別荘に往訪し

て圖らすも同博士が東洋文化と絶ち難き因縁を有ってゐられる事實に一驚し

た記億を忘れられなV・．一故ロ1エルと共に，吾人は此のル1ファス博士

の存在を正しく認識しなければならなv・・

　朝鮮併合の前後に於ける京城に十ケ年も住み，日韓人の複雑な出入を親し

く眼前に見られたル博士が，若し普通一般の耐會人であったならば，博士に

は有形無形の少なからざる深刻なチャンスがあったに違ひない，しかるに，

今日，吾人の眼にうつる博士は，朝鮮人を盲愛して日本人を辟覗する如き様

子が少しも見えす，飽くまで，祠1の如く公正なる立揚に於v・て総ての人と邦

土とを愛し味ふ態度に徹底してゐられる．一昨年，吾車が博士の別荘を突然

訪ねた時には，日本の女下駄や岐阜提灯や算盤など，誠に愛敬すべき日本趣

味者としての現はれが室内外に覗はれ，却って共所には何の朝鮮趣味も無か

った．ところが，今年一ケ年の休暇を可なり老齢の博士夫妻が態々また朝鮮

にやって來て，二十年以前の朝鮮文化研究に没頭せられる様子を見ると，や
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はり博士は朝鮮の土地に攣らざる執着を有ってゐられるのであらう．

　爾ほ，今同，吾輩はル博士を迎へて，暫く快談した中に，吾人相互が世界

を通じて眞にゴスモポリタンの境地を罰しみ，天文家なるが故に，至る所に

知己朋友と交遊し得る特灌を，繰り返し語り合ったのであった．一こうし

た境地は，今日のやうな國際問題の多V・時代に，言ふべくして，なか々々艦

験上徹底し難きものであるが，博士は實に趣味と，研究と，交友と，就會生

活との，あらゆる方面に於V・て，極めてナチュラルに此うした國際人たる事

を味得せられる鮎，一驚異とするに足ると言はなければならない．

　天文を躍に一つの理學乃至技術としてのみに局限せす，むしろ之れを人間

文化の重大なる一要素と認識し，毎日目常の艦験を通じて，人生を明るさと，

味はひの豊かな理想へ導くための指導原理とする瓢に，吾人の進み方を徹底

したV・希望を棄てることなく，どこまでも，天文人として，人と共に樂しみ，

人と共に喜ぶ心の，愉快な修練を，積みたいものである．ル博士の貴き経歴

と，現在の生活とを見て，そこに吾人がための美しV・一つのモデル。ラ■フ

として之を観ぜざるを得なv・．（1935，7，12山本）

　　　　　　　　　過去及び將來の日本の皆既日食

　1887年目（明治20コ口八一19日，i斯潟縣，門島縣地方（15時頃）・

　1896年　（同　29年）八月9日，北海道（／4時頃）・

　1918年　（大正7年）六月8日，伊豆南方の鳥島（早朝）・

　】934年　（昭和9年）二月14日，南洋ロソプ島（朝）．

　195竈年　（昭和1i年）六月玉9日，北海道の北方澹岸（15時頃）明年の日食！！

　1941年　（昭和16年）九，月21日，沖縄（13時頃）・

　1943年　（昭和18年）二，月4日，北海道（8時頃）．

　1963年　　（寒声［138年差一ヒ．JII　20日，　千、島　（朝4日寺頃），

　2009年　七月22日　　　　　　奄美大島（11時頃）。

　2035年　九月2日　　　　　　京都，大阪地方（10時牛頃）’

　2063年　八月24日　　　　　　東京地方（10時頃）・

　明年の北海道の日食こそは場所も頁いし，好い時候でもあb，交通の便もある事だ

から，府志の方々は大いに見物に禺掛けられるがよろしい！！因みに京阪地方から，

日食地までの距離は陸地で約2書夜，往復族費は約30圓見當です・　　　（編輯）


